
(57)【要約】

【課題】オートクレーブ処理を繰り返し行っても、素線

径が０．２ｍｍ以下のオースティナイト系ステンレス鋼

線撚り合わせ部品に応力腐食割れが発生せず、内視鏡検

査後の滅菌処理をオートクレーブで確実に行うことがで

きる内視鏡を提供すること。

【解決手段】素線径が０．２ｍｍ以下のオースティナイ

ト系ステンレス鋼線を複数撚り合わせて、内視鏡を構成

する部品として用いられる内視鏡のステンレス鋼線撚り

合わせ部品６，１１であって、ステンレス鋼線撚り合わ

せ部品６，１１を構成する各素線６ａ，１１ａに蓄積さ

れた残留応力が各素線６ａ，１１ａを複数撚り合わせる

加工の際に増大したものにおいて、各素線６ａ，１１ａ

に蓄積された残留応力の一部を除去するための残留応力

除去熱処理が、ステンレス鋼線撚り合わせ部品６，１１

の状態に形成されたものに対して施されている。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 複 数 撚 り 合 わ せ て 、 内
視 鏡 を 構 成 す る 部 品 と し て 用 い ら れ る 内 視 鏡 の ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 で あ っ て 、
　 上 記 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 を 構 成 す る 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 が 上 記 各 素
線 を 複 数 撚 り 合 わ せ る 加 工 の 際 に 増 大 し た も の に お い て 、
　 上 記 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 の 一 部 を 除 去 す る た め の 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 が 、 上 記
ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 の 状 態 に 形 成 さ れ た も の に 対 し て 施 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 が 、 上 記 複 数 の 素 線 を 中 実 状 態 に 撚 り 合 わ せ て 形 成
さ れ た ワ イ ヤ で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 ワ イ ヤ が 、 上 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 付 近 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 を 上 記 挿 入 部 の 基 端
側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 さ せ る 操 作 を 行 う た め の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ で あ る 請 求 項 ２ 記
載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 が 、 上 記 複 数 の 素 線 を 中 空 の 筒 状 に 撚 り 合 わ せ て 形
成 さ れ た 網 状 管 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 網 状 管 が 、 上 記 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 外 装 す る 可 撓 管 内 に 組 み 込 ま れ る も の で あ る 請 求
項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 が 、 上 記 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 を ３ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ の
雰 囲 気 に ２ ０ ～ ３ ０ 分 お く も の で あ る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 上 記 各 素 線 に 蓄 積 さ れ て い る
残 留 応 力 の ２ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 上 記 各 素 線 に 蓄 積 さ れ て い る
残 留 応 力 の ４ ～ ２ ０ ％ の 範 囲 で あ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 上 記 各 素 線 に 蓄 積 さ れ て い る
残 留 応 力 の ６ ～ １ ０ ％ の 範 囲 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 に お い て は 、 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 複
数 撚 り 合 わ せ た ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 が 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ や 挿 入 部 可 撓 管 の 網 状
管 等 と し て 用 い ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ５ ２ ９ １ １
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ １ ７ ４ ０ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 内 視 鏡 を 介 し て の 感 染 防 止 の 完 全 を 期 す た め 、 内 視 鏡 検 査 が 終 了 す る 毎 に 内 視 鏡
に 対 し て 高 温 高 圧 蒸 気 滅 菌 （ オ ー ト ク レ ー ブ ） に よ る 滅 菌 処 理 が 行 わ れ る こ と が 多 く な り

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-325748 A 2007.12.20



、 内 視 鏡 の 外 装 部 材 等 が 過 酷 な オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 の 環 境 に 耐 え ら れ る よ う 改 良 さ れ て き
て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 が 行 わ れ る と 、 蒸 気 に 直 接 触 れ な い 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ や 挿 入
部 可 撓 管 内 の 網 状 管 等 の よ う な 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス
鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 が 、 応 力 腐 食 割 れ の 発 生 に よ り 小 さ な 張 力 が 加 わ っ た だ け で 簡 単 に 折
れ て し ま う 現 象 が 発 生 す る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 応 力 腐 食 割 れ は 、 金 属 が 、 材 質 的 要 因 （ ク ロ ム を 含 む オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼
等 ） 、 応 力 要 因 （ 残 留 応 力 ） 及 び 環 境 要 因 （ 溶 在 酸 素 の 存 在 ） の 三 つ の 要 因 が 重 な っ た 時
だ け 通 常 よ り 極 め て 低 い 応 力 で 破 壊 さ れ て し ま う 現 象 で あ り 、 原 子 力 発 電 所 に お け る 圧 力
容 器 や 配 管 等 の 溶 接 部 の 破 損 原 因 と し て 取 り 上 げ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 内 視 鏡 に 用 い ら れ る ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 の 中 で も 、 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下
の も の は 元 々 の 引 っ 張 り 強 度 が 低 い う え に 、 各 素 線 を 複 数 撚 り 合 わ せ る 加 工 の 際 に 残 留 応
力 が 著 し く 増 大 し て い て 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 に よ っ て 機 材 が 高 温 に な る と 、 ス テ ン レ ス
鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 の 端 部 を 固 定 す る 半 田 付 け に 用 い ら れ た 残 留 フ ラ ッ ク ス が 蒸 発 す る こ
と で 溶 在 酸 素 が 発 生 し 、 応 力 腐 食 割 れ が 発 生 す る 三 つ の 要 因 が 揃 う 状 態 に な っ て 簡 単 に 素
線 折 れ が 発 生 す る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 応 力 腐 食 割 れ に よ り 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ が 断 線 す る と 、 挿 入 部 先 端 付 近 の 湾 曲 部 を
屈 曲 さ せ る 操 作 を 行 う こ と が で き な く な り 、 挿 入 部 可 撓 管 内 の 網 状 管 が 断 線 す る と 、 挿 入
部 可 撓 管 の 回 転 追 従 性 が 低 下 し て 挿 入 部 先 端 の 回 転 方 向 の 向 き を 手 元 側 か ら ス ム ー ズ に 変
え る こ と が で き な く な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 を 繰 り 返 し 行 っ て も 、 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の
オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 に 応 力 腐 食 割 れ が 発 生 せ ず 、 内 視 鏡 検
査 後 の 滅 菌 処 理 を オ ー ト ク レ ー ブ で 確 実 に 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の オ ー ス テ ィ
ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 複 数 撚 り 合 わ せ て 、 内 視 鏡 を 構 成 す る 部 品 と し て 用 い ら れ る 内
視 鏡 の ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 で あ っ て 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 を 構 成 す
る 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 が 各 素 線 を 複 数 撚 り 合 わ せ る 加 工 の 際 に 増 大 し た も の に お
い て 、 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 の 一 部 を 除 去 す る た め の 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 が 、 ス テ
ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 の 状 態 に 形 成 さ れ た も の に 対 し て 施 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 が 、 複 数 の 素 線 を 中 実 状 態 に 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ
れ た ワ イ ヤ で あ っ て も よ く 、 そ の ワ イ ヤ が 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 付 近 に 設 け ら れ た 湾 曲
部 を 挿 入 部 の 基 端 側 か ら の 遠 隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 さ せ る 操 作 を 行 う た め の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 が 、 複 数 の 素 線 を 中 空 の 筒 状 に 撚 り 合 わ せ て 形 成
さ れ た 網 状 管 で あ っ て も よ く 、 そ の 網 状 管 が 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 を 外 装 す る 可 撓 管 内 に 組 み
込 ま れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 が 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 を ３ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ の 雰
囲 気 に ２ ０ ～ ３ ０ 分 お く も の で あ っ て も よ く 、 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に よ っ て 除 去 さ れ る 残
留 応 力 が 、 各 素 線 に 蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力 の ２ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 各 素 線 に 蓄 積 さ れ て い る
残 留 応 力 の ４ ～ ２ ０ ％ の 範 囲 で あ れ ば 、 よ り 高 い 耐 久 性 が 得 ら れ 、 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に
よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 各 素 線 に 蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力 の ６ ～ １ ０ ％ の 範 囲 で あ
る よ う に す れ ば 絶 大 な 効 果 が あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合
わ せ 部 品 を 構 成 す る 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 の 一 部 を 除 去 す る た め の 残 留 応 力 除 去 熱
処 理 が 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 の 状 態 に 形 成 さ れ た も の に 対 し て 施 さ れ て い る こ
と に よ り 、 オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 を 繰 り 返 し 行 っ て も 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 に 応
力 腐 食 割 れ が 発 生 し な く な り 、 内 視 鏡 検 査 後 の 内 視 鏡 の 滅 菌 処 理 を オ ー ト ク レ ー ブ で 確 実
に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 素 線 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 以 下 の オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 複 数 撚 り 合 わ せ て 、 内
視 鏡 を 構 成 す る 部 品 と し て 用 い ら れ る 内 視 鏡 の ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 で あ っ て 、
ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 を 構 成 す る 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 が 各 素 線 を 複 数 撚
り 合 わ せ る 加 工 の 際 に 増 大 し た も の に お い て 、 各 素 線 に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 の 一 部 を 除 去
す る た め の 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 が 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 の 状 態 に 形 成 さ れ た も
の に 対 し て 施 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 挿 入 部 可 撓 管 １ の 先 端 に は 遠
隔 操 作 に よ っ て 屈 曲 す る 湾 曲 部 ２ が 連 結 さ れ 、 図 示 さ れ て い な い 観 察 窓 等 が 配 置 さ れ た 先
端 部 本 体 ３ が 湾 曲 部 ２ の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。 １ １ は 、 挿 入 部 可 撓 管 １ を 構 成 す る 部 材
の 一 つ で あ る 網 状 管 で あ り 、 挿 入 部 可 撓 管 １ の 外 皮 を 部 分 的 に 剥 が し た 状 態 で 図 示 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 挿 入 部 可 撓 管 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ４ に は 回 転 操 作 自 在 な 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ が 配 置
さ れ て い て 、 湾 曲 操 作 ノ ブ ５ を 操 作 す る こ と に よ り 、 操 作 部 ４ 内 か ら 挿 入 部 可 撓 管 １ 内 及
び 湾 曲 部 ２ 内 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ た 複 数 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 一 部 が 選 択 的 に 牽 引 さ
れ て 、 湾 曲 部 ２ を 任 意 の 方 向 に 任 意 の 角 度 だ け 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ と し て は 、 複 数 の オ ー ス テ ィ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 中 実 状 態 に 撚
り 合 わ せ た い わ ゆ る 撚 り 線 が 用 い ら れ て い る 。 こ こ で は 、 図 ２ に 軸 線 と 垂 直 方 向 の 断 面 形
状 が 図 示 さ れ て い る よ う な ７ × ７ 本 撚 り の 撚 り 線 が 用 い ら れ て お り 、 素 線 ６ ａ の 径 が ０ ．
０ ６ ～ ０ ． １ ｍ ｍ （ し た が っ て 、 撚 り 合 わ さ れ た 状 態 の 外 径 が ０ ． ５ ４ ～ ０ ． ９ ｍ ｍ ） の
大 き さ の も の が 選 択 さ れ て い る 。 な お 、 １ × １ ９ 本 撚 り （ 例 え ば 素 線 径 が ０ ． ０ ４ ｍ ｍ で
外 径 が ０ ． ２ ｍ ｍ 等 ） 又 は そ の 他 の 撚 り 方 の 撚 り 線 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ に 用 い ら れ る 撚 り 線 は 、 素 線 ６ ａ が 引 き 抜 き 加 工 で 製 造 さ
れ る 際 に 残 留 応 力 が 発 生 す る が 、 素 線 ６ ａ に 蓄 積 さ れ る 残 留 応 力 は 、 さ ら に 複 数 の 素 線 ６
ａ ど う し を 撚 り 合 わ せ る こ と で 大 幅 に 増 大 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ こ で 本 発 明 に お い て は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 素 線 ６ ａ が 撚 り 合 わ さ れ た 湾
曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 状 態 に 形 成 さ れ た も の （ 即 ち 、 内 視 鏡 に 組 み 付 け ら れ る 前 の 状 態 ） に 対
し て 、 各 素 線 ６ ａ に 蓄 積 さ れ た 残 留 応 力 の 一 部 を 除 去 す る た め の 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 が 施
さ れ 、 そ れ に よ り 応 力 腐 食 割 れ の 応 力 要 因 が 小 さ く さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の よ う な 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 は 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ を ３ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ の 雰 囲 気 に ２
０ ～ ３ ０ 分 お く 条 件 で 行 わ れ て お り 、 そ れ に よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 各 素 線 ６ ａ に
蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力 の ４ ～ ２ ０ ％ 程 度 の 範 囲 に な れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 即 ち 、 各 素 線 ６ ａ に 蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力 の ４ ％ 以 上 が 除 去 さ れ る と 、 内 視 鏡 に オ ー
ト ク レ ー ブ 処 理 を 繰 り 返 し 行 っ て も （ 例 え ば ５ ０ ０ 回 以 上 ） 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 素 線 ６
ａ に 応 力 腐 食 割 れ に よ る 断 線 が 発 生 し な い 。 ま た 、 各 素 線 ６ ａ に 蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力
を ２ ０ ％ 以 下 の 範 囲 で 除 去 す る 熱 処 理 で あ れ ば 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 機 械 的 強 度 を 実 用 性
の 範 囲 以 下 に 低 下 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 即 ち 、 例 え ば 素 線 ６ ａ の 径 が ０ ． ０ ８ ｍ ｍ で 、 そ れ を 撚 り 合 わ せ た 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の
径 が ０ ． ７ ２ ｍ ｍ の 場 合 に は 引 っ 張 り 強 度 が ３ ５ ０ Ｎ 以 上 に な り 、 例 え ば 、 最 大 湾 曲 操 作
を １ ０ ０ ０ ０ 回 繰 り 返 し 行 っ て も 素 線 ６ ａ に 断 線 が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 素 線 ６ ａ に 蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力 を ２ ～ ４ ％ の 範 囲 又 は ２ ０ ～ ３
０ ％ の 範 囲 で 除 去 す る 処 理 を 行 っ た 場 合 に は 、 上 記 の 条 件 で 最 大 湾 曲 操 作 を 行 っ た と き 湾
曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 素 線 ６ ａ に あ る 程 度 の 折 れ が 発 生 す る 場 合 が あ る も の の 、 ３ ０ ０ Ｎ 以 上
の 引 っ 張 り 強 度 が 得 ら れ て 、 従 来 よ り 優 れ た 耐 久 強 度 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 に よ っ て 除 去 さ れ る 残 留 応 力 が 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 素 線 ６
ａ に 蓄 積 さ れ て い る 残 留 応 力 の ６ ～ １ ０ ％ の 範 囲 で あ る よ う に 残 留 応 力 除 去 熱 処 理 を 行 え
ば 、 内 視 鏡 に オ ー ト ク レ ー ブ 処 理 を 実 用 以 上 に 繰 り 返 し 行 っ て も （ 例 え ば ８ ０ ０ 回 以 上 ）
、 最 大 湾 曲 操 作 の 実 用 以 上 の 繰 り 返 し （ 例 え ば １ ０ ０ ０ ０ 回 以 上 ） で 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６
の 素 線 ６ ａ に 全 く 切 れ が 発 生 し な い 絶 大 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 挿 入 部 可 撓 管 １ を 示 し て お り 、 ス テ ン レ ス 鋼 帯 材 を 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 二
重 の 螺 旋 管 １ ２ ， １ ３ の 外 周 に 網 状 管 １ １ が 被 覆 さ れ て 、 そ の 外 周 に 合 成 樹 脂 材 か ら な る
可 撓 性 の 外 皮 １ ４ が 被 覆 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 網 状 管 １ １ は 、 素 線 １ １ ａ の 径 が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． １ ５ ｍ ｍ 程 度 の 複 数 の オ ー ス テ ィ ナ イ
ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 線 を 中 空 の 筒 状 に 撚 り 合 わ せ て 形 成 さ れ て お り 、 素 線 １ １ ａ が 引 き 抜 き
加 工 で 製 造 さ れ る 際 に 残 留 応 力 が 発 生 す る が 、 素 線 １ １ ａ に 蓄 積 さ れ る 残 留 応 力 は 、 さ ら
に 複 数 の 素 線 １ １ ａ ど う し を 網 状 管 １ １ と し て 撚 り 合 わ せ る 際 に 大 幅 に 増 大 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 に お い て は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の 素 線 １ １ ａ が 撚 り 合 わ さ れ て
網 状 管 １ １ の 状 態 に 形 成 さ れ た も の （ 即 ち 、 挿 入 部 可 撓 管 １ に 組 み 込 ま れ る 前 の 状 態 ） に
対 し て 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 場 合 と 同 様 に し て 、 残 留 応 力 の 一 部 を 除 去 す る た め の 残 留 応
力 除 去 熱 処 理 が ３ ５ ０ ～ ４ ０ ０ ℃ の 雰 囲 気 に ２ ０ ～ ３ ０ 分 お く 条 件 で 施 さ れ て お り 、 そ れ
に よ り 応 力 腐 食 割 れ の 応 力 要 因 が 小 さ く な っ て 、 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ ６ の 場 合 と 同 様 の 耐 久 上
の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 挿 入 部 可 撓 管 の 層 を 順 に 剥 が し て 図 示 し た 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 挿 入 部 可 撓 管 の 網 状 管 の 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 挿 入 部 可 撓 管
　 ２ 　 湾 曲 部
　 ６ 　 湾 曲 操 作 ワ イ ヤ （ ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 ）
　 ６ ａ 　 素 線
　 １ １ 　 網 状 管 （ ス テ ン レ ス 鋼 線 撚 り 合 わ せ 部 品 ）
　 １ １ ａ 　 素 線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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